
新
手
の
手
目
が
次
々
と
登
腸
す
る
怒
徳
爾
漁

と
、
＝
彙
は
上
も
戦
っ
て
■
る
団
塊
０
紺
代
の

男
性
が
い
ま
す
。
接
警
番
か
ら
の
構
談
に
乗

り
、
消
費
者
を
守
る
法
律
を
つ
く
る
た
め
に
、

■
井
曇
で
ま
り
回
っ
て
き
ま
し
た
。
複
致
事
●

に
鸞

，
で
も
魁
せ
ず
、
貧
重
も
何
の
ぐ
０
．
わ

ま
曳
が
か
り
な
ら
は
、
大
鸞
に
足
撃
を
迎
え
る

崎
年
代
あ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
４
選
職
金
が
漱
わ
れ

な
い
か
，
懸
蘇
蔵
濾
と
の
対
決
は
確
策
退
畿
で

き
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
一篤
本
克
信
）

一
簿
鸞
鐘
震
鶏
響
鶴
警
畿
難
鑽
ぬ

母峨 麟 :移 蔽  晰繊餘爾織艤  穣

蝙高機生自職に構撃、撃闘
イじ年、■織|りの興子高崚生が自宅卜1■■饉を

'■
tおんだ。メ‐ヽ10mれ端に「構藍が進ドな

くヽった|. lい :ヽ アルバイトになるJお で,,チ

餞造‐に講われ、大会轟めた尋金融業者から
`万

円
を借む・ないた。

ttr障 で知った響さ■.れ 、高校性が巻き込
=llたti‡ ,4徽撃を受けた。いてもなっでもいらJや ず、

高機セ■き電に幕間|こ行き、画場から驚書のコlf
―をもら,t.

籍
｀
1湧臨董恙難予瓢総Htず

麟

漑鐵会議熙訪ね、立議銀す
TI奪 、R院の電 護綺総摯料号1委員会では、ヤ1.

'内
捨に続い■む書醐鸞f`t,rt.たネズミ講め対

策が焦点ギった。

響さ■に、理事■―t=,た国民党の加鱗紘…

1ヽをttl輌のl・ 醇 藁ぼ議 llt濃リァを豊総.織樹書蒙
喩‐0来欝■報き、総螢‐着ぬ貫や問いてもらつた。

翌雫に力,ば 、蚕壷合■,i全習覇の蠍元で同様の試
/・・・漏 闘: 1先生,,II本腰を入れ |ヽは しか ,た」
鶴年、輝党派の隷員摯 なと1/t、 ネノミ譲・i楽

じるOlll職 運機講鮮■:法 が成立t,た。全国行ltlllの 手
講iヽ 、80年千キ0金■ヽ戦ヵ駆取]|の磯鵞救済鷺熱
幸もrtF_ゎ:lた ,

繭撥害織譲ほ轟鑢f温命雛

=0年
11■は、母籠瀬茶藤‖‐r)被害織が、各:、 晨

|● は飾人Ll二もlLI験に来た、
あや日ヽやサ寄り●・|・ 性がヽ落ちl,・

‐
様子なの

を気0苺計思い、 fおまを取り戻せたら,お子さ
ル:=爾 つて、気苺撻1■ t″ たらどうですか,t書を
力ヽt tl■|.す るとヽ曲が ,0いた古策海な ,んど伸
■1. 鞭 をlr鞍たとたん、面樹を見て

'も
らえな

くなるお●ないてヽlヵ,1.

に惜 ?帯ξ賊 言1鶴 為 :「纏 鵡 響 言

スもよくあつキ.

鞭 臀場談から、書勝問麟や醐 し問懸がかい
まFtlえ

i‐ :

「

1問 意黎申蟻難IT戎 13ミ |ヽ 中総 苺犠総

陽鰈儡蝙趙

慟
鰤
驀鶉
雉
冬
鶉
珈
鸞
珀

輯
蝙
瑕
晰
躇
・躾
骰
辟
榜
鰺

写鰈蝉

堺
夕
丈
さ
ん
（
絆
〕が
童
東

・
渋
谷
め
築
囀
ぶ
傘
の
さ
ア

パ

ー
ト

Ｌ
撃
群
麟
孝
樹
え

一ｔ
、
今
年
や
滋
単
”
雄
る
。

３
豊
と
４
爵
半
ゆ
ふ
■
躙

ほ
い
過
去
め
置
動
の
サ
■
イ

ル
や
警
驚
、
資
料
の
出
や
、

足
０
灘
み
餞
が
な
い
は
ど
´

藩
勝
所
に
高
く
構
み
上
げ
ら
れ
た
騰
料
に
圏
ま
れ
る
騨

次
夫
さ
ん
＝
渦
日
、
薫
烹
薔
榛
谷
区
で
、
簸
鐵
悟
撮
影

群
置
曇
振
ら
れ
た
ビ
ニ
ー
ル

ひ
も
に
は
、
難
蜃
物
や
鸞
り

続
き
が
洗
襴
ば
さ
み
や
ぶ
ち

ヽ
ボ
る
´

「■
■ｉ
ほ
自
分
の

青
書
を
凝
縮
し
た
部
露
、
ざ

れ
ヽ
構
■
ら
れ
な
い
」

実
は
、
自
分
も
マ
ル
チ
薦

藩
の
穣
害
禅
だ
Ｏ
Ｌ
「

薫
驚
灘
も
戦
蘇

フ
リ
ー

，
１
だ
っ
だ
お
薦

ぬ
と
書
、
嶽
十
一カ
湾
の
構
利

金
を
籍

，
ｔ
化
粧
高
販
丼
悌

食
識
に
ヽ

っ
た
。
と
と
ら
が

綺
品
の
難
蹴
や
鷲
が

、
事
前

の
説
懺
と
違

っ
と
、　
一倒
か

識
だ

一
。
＝
年
、
新
聞
は
実

態
蟻
索
機
し
た
．
集
ま
っ
て

き
た
一鱗
書
苦
を
束
場
、
団
体

螢
い
の
鷲
．
織
１
・０
０
人

葉
機
響
遣

禽
苺

麟

ち
鍛

，

た
．当

時
、
マ
ル
チ
繭
濠
は
傑

錮
化
し
始
め
て
い
た
が
、
機

聾
書
の
ま
Ｌ
め
役
は
い
な
か

ラ
■
ク
「
自
書
が
や
ろ
う
一
．

昴
年
、

「
恐
籠
商
法
級
書
者

対
策
掛
輿
豊
」
を
設
立
し
、

自

■ヽ

〓
ヽ
一
”ｔ

「一
た
。

１
人
で
醸
鱗
豊

誉

員
会
と
い
っ
て
も
、
ほ

か
に
委
農
は
い
な
い
。
事
務

局
一も
堺
さ
■
二
人
だ
け
営

．̈

設
■
■
力
海
機
、
部
内
■

嶽
散
工
あ
っ
た
。
マ
■
■
薦

漱
０
会
社
〓
●
団
体
交
溜

換
´
丼
に
出
■
と
こ
ろ
を
紺

２
０
■
人
の
会
晨
』
〓
薫
ｔ

鱗
ま
れ
、
強
犠
に
車
硲
中

ヽ
．
ホ
テ
ル
■
力
所
を
連
れ

回
さ
れ
る
機
、　
一
千
を
引

け
」

「騨
腱
や
す
る
な
」
な

ど
Ｌ
総
さ
れ
●
綺
＝
時
間
後

ぬ
翌
暉
来
場

だ
鮮
紋
さ
れ

た
。

機
害
届
苺
黙
し
、
串
人

が
懲
挿
さ
れ
た
。

欝
孝
に

，
率
ま
と
わ
れ

ｔ
　
・

き
た
。

カ
ン
パ
以
外
０
収
入

は
、
単
問
飯
■
闘
０
調
毅
の

議
礼
と
、
新
麟
社
ヽ
ど
か
ら

０
獄
悔
料
が
嶽
み
の
消
摯

１

ま
１
０
小
日
の
小
嶽
業
に
湘

暢
げ
と
か
つ
お
機
や
加
え
、

い
た
め
物
を
よ
く

，
く

，
　
・

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

根
議
で
結
婚
し
た
機
も
、
　

一

鑢
ヽ
に
大
学
講
師
は
な
拳
濠
　
一

で
３
年
間
は
定
収
が
な
か

っ
　

一

た
。
　
い識
返
は
鵜
れ

っ
こ
。
　

一

金
は
な
い
な
ら
な
い
で
苺
と
　
一

か
な
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
一

問
山
県
Ｏ
ｔ
藩
傑
議
０
軍
　
一

騒
で
■
ま
れ
簿

っ
ヽ
今
篤
繊

　
一

卒
業
後
ぬ
髄
年
、
日
立
製
ｒ
　
一

■
に
入
社
じ

■
■
京
．
だ
　
一

が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
性
に
　
一

台
わ
な
か
ｏ
一
‘
働
き
な
が
　
一

ら
校
は
中
央
大
学
で
学
び
、
　

一

機
繊
気
が
か
準

絆
策
が

ら
■
難
に
定
年
磯

職
薔
麹
え
る

「
同
懸
」
の
■

よ
が
億
Ｌ
か
か
る

．
総
縦
縛

兆
門
に
■
る
と
さ
れ
る
黒
職

繊
茫
、
一挙
へ
が
日
を
掛
け
な

』
は
ず
が
な
い
と
思
う
と
，

袂
攘
が
詢
を
よ
ぎ
苺
“

一
ツ
ル
の
世
騨
は
、
後
繊

書
が

，
メ
ー
パ
の
よ
う
に
機

手
ご
”
欝
婚
職
す
る
．
私
の

機
継
奮
づ
く
い
が
不
十
分
だ

っ
た
」

や
ん
な
思
い
紺
と
ら
わ
れ

て
い
た

，
尋
３
日
．
情
州
大

学
畿
ぶ
責
学
院
の
麟
欝
驚
簡

態
騨
饉
で
撻
を
す
る
機
会
が

あ

っ
た
。
崎
饉
麗
鴛
濤
欝
経

麟
課
長
と
■
マ
飛
徳
業
鶴
と

対
抗
Ｌ
岸
臨
軸

一
蒲
救
鱗
の

下
で
、
光
学
瞭

生
懸
が
学

ぶ
姿
を
目
０
当

た
り

お
し

た
。

「消
職
督
鸞
懸
は
、
映
画

づ
く
れ
の
よ
ヽ
に
、

，
１

，

が
で
き
澪
■
ネ
に
集
合
、
構

わ
っ
た
も
騨
靭
と
い
う
、
縦

や
か
な
連
合
体
で
い
い
．
消

鶯
薔
鶴
圏
を
数
え
る
大
学
を

増
や
し
て
、
若
煮

に
興
味
を

も

ゃ
ヽ
も
ら
い
た
い
」

簑定繭聯暇1醐腱礫で瀞購簸分織

機 |1藤:1畔| だますlyll①遣農を

全継総品や金難機藤に勢するど鷲民や鸞嶽を、朝コ薔納
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■
年
半
で
退
難
し
た
．

申
専
■
の
座
書
の
鍵
は
、
■
年
に

参
考
ヘ
ト
Ｌ
ヽ
出
簡
い
な
副
会
で
、

同
耐
し
た
紋
摯
懺
備
爽

，
藤

人
暮
悩

散
鰻
が
譴
つ
た
蔦
葉
だ
そ
う
だ
。

「
私
を
翁
め
、
消
露
量
は
元
々
、

無
知
で
鱗
還
だ
。
人
瞬
が
持
り
、
十

う
し
た
心
の
襲
み
に
つ
け
込
む
や
れ

も
薫
一麒
職
し
て
豊
い
は
ず
が
な
い
」

（
ッ
一
一し
た
、
私
劇
事
、
消
鶯
普

め
藩
ち
職
■
間
う
気
持
ち
が
な
い
こ

は
盤
ネ
な
か

っ
た
か
ら
だ
．

法
の
す
き
鵬
を
な
ら
い
．
機
構
挙

や
た
ぶ
ら
か
す
懸
籠
業
者
は
、
０
も

議
を
絡
た
な
い
、
自
己
菫
任
が
欝
わ

れ
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
だ
ま
す
側

を
遺
及
す
一登
十
は
縦
わ
ら
れ
な
い
。


